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85 Early　second 　trimesterにお け る羊水中 adrenomedullin 濃度 と胎児発育 との 関連に つ い て
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【目的】adrenomedullin は 強力な 降 圧 ペ プ チ ドの 1 つ で あ る．妊 婦 血 清 で は非 妊 婦 に対 し高値 を とる こ と
， また ， 胎児血 ， 羊

水中 に も高濃度の adrenomedullin が存在する こ とが 明 らか にな っ て きて お り，妊娠 との 関連が 考え られ て い る．今回，　early

second 　trimester に お ける 羊水中 adrenomedullin 濃 度 と胎 児 発 育 との 関連 に つ い て 検 討 した の で 報告す る．
1方法】1998年から1999年に 当科で 妊娠14週 か ら20週に 染色体分析を目的 に施行 した 羊水穿刺 で採取 さ れ た羊水 の うち，イ ン

フ ォ ーム ドコ ン セ ン トの 得られ た 70例に つ い て ，3ml を遠心分離 し， 測 定 まで 上清 を 一80℃ で 保存 した．リ ン グ構造 ， 中 間部 ，’
c 末端 ア ミ ド構造 に 対す る 3種類 の モ ノ ク ロ　・一ナ ル 抗体を 利 用 し た 2 種類 の キ ッ トを用 い た IRMA 法に よ り，　total
adrenomedullin ，　mature 　adrenomedullin 濃 度 を 測 定 し た．そ して 酪 生 時体重 ， 出生 時身長 お よ び 胎 盤 重 量 と羊水 中 total
adrenomedullin ，　mature 　adrenomedullin 濃度，　 mature ！

’
total　adrtenomedullin との 相関 につ い て 検討 し た．

【成績】total，　mature 　adrenornedullin 濃度 は 出生時体重 （r旨0．27，p＜0．05，　r ＝ O．21，p〈 0．05），出生 時身長（r ＝O．30，p ＜0．05，　r＝O．28，
pく0．05） とそれぞれ逆相関を示した．胎盤重量 と adrenomedullin 濃度に 柑関は認めなか っ た．
【結論1 今回 の 検討 よ り， early　second 　trimesterに お ける羊水中 adrenomeduilin 濃度と胎児発育 との 関連が示唆された．

86 出生 時 の 身体発育 と児 の 転帰特 に SFD 児 につ い て
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【目的11995年 1月 1 日 よ り採用 され た ICD −10に よ り，それまで small 　for　dates（SFD ）児 と呼ば れ て きた 在胎期間に 比 較 し

て 出 生体 重 が 著 し く軽 い 児を，体重
・
身長とも10パ ーセ ン タイル 未満の SFD と ， 体重 の み 10パ ーセ ン タ イル 未満 の light　for

dates （LFD ） と区別す る こ とに な っ た．今 回我 々 は 当科 の 出 生 児 につ い て 新分類 に よ る転帰の 差を検討した．
【方法 11995年 1月以 降2001年 9 月 まで に 当科 で 出 生 した 22週以降の 生産児5，011名を対象と して，1994年1享生 省研究班出生 時
身体発育基準値 に よ りSFD／LFD ／AFD ／heavy 　for　dates （HFD ） に 分類 し，そ の 転 帰 を後 方 視 的 に 検討 した．
【成績】こ の 期間の 出生 児は AFD 　4，066名 （8U ％），SFD　378名 （7．5％），

　LFD 　279名 （5．6％ ），　 HFD 　255名 （5．1％）， 基準値の

設定 され て ない 22 − 23週の 出生 児31名 （0．6％ ） で あ っ た．児 死 亡 は 103名 （死 亡 率2．1％ ）で あ り， AFD42 名 （1．O％），　 SFD
23名 （6．1％ ）， LFD7 名 （25％）， HFD9 名 （3．5％ ），22− 23週22名 （71．O％）と在胎22− 23週児を除くと SFD 児で 最も死亡 率
が高 く，SFD と AFD 〆LFD ，　AFD と LFD ／HFD の 間に そ れ ぞ れ 有意 の 差 が 見 られ た．また 先 天 異常児162名は AFDIO4 名（2．6
％），SFD36名 （9．5％），　 LFD6 名 （2．2％），　 HFD16 名 （6．2％ ）， 22− 23週 0 名 と SFD 児 に 最も高率で あ り，

　 SFD と AFD ／LFD ，
HFD と AFD の 間に 有意差 が見 られ た．児死 亡 に 占 め る先天 異常 の 割合 は AFD452 ％ SFD73．9％LFD42．8％ HFD8 ＆9％ で あ
り，SFD 児で は18−trisomy と Potter症 候群 が，　 HFD 児 で は胎児水腫が高頻度 に見 られ た，在胎 29週 以 降の 死 亡 児60名中46
名 （76．7％ ）が 先天 異 常 に よ る もの で あ っ た。
【結論】SFD 児 は LFD 児 と比較 して 先天異常児の 頻度が 高 く， 児死 亡 率も高い ．

87 予宮内胎児発育遅延 （IUGR ） に 対す る 妊娠中毒症 の 影響 に 関す る 臨床釣検討
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【目的】子宮内胎児発育遅延 （IUGR）の 主な 原 因 は妊 娠 中毒症 で あ る が ，原 因不 明 の も の も多 い ．今 回峩々 は IUGR に 対する

妊娠中毒症の 影響 につ い て臨 床 的検討 を行 っ た．
【方法】当院 で 分 娩 とな っ た単胎妊娠2618例を対象 と し，妊娠 中毒症 は な い が IUGR を 認め た群 （A 群）， 妊娠中毒症 及 び IUGR
を認め た 群 （B 群），妊娠中毒症はあるが IUGR を認 め な か っ た群 （C 群） に分類し，臨床的検討を行っ た．
【成 績】A 群65例，B 群49例，　C 群423例 で あ っ た，　IUGR の 発症率 は2618例中114例 （4．3％ ）で あ っ た．妊 娠 中毒症 の な い 場
合の IUGR の 発生 率 は2146例 中 65例 （3．0％ ）で あ り，妊娠申毒症の あ る場合の IUGR 発 生 率 は472例中49例 （10．4％）と有意
に 妊娠中毒症 の ある 場合 ， IUGR の 発 生 率が 高 くな っ て い た．　 Apgar 　scorel 分 後 ／5分 後 の 平 均 値 は A 群 8．2± 23／9．1 ± 2．8，　B
群7．4± 2．8／8．4　±　3．0，C 群8．6　±　1．7／9．5　±　1．3で B 群 で有意 に低 か っ た．帝三E切 開の 割合 は A 群65例中10例 （15．4％），

　 B 群49例 中

22例 （44．9％），C 群423例中52例 （12．3％〉で B 群で 有意に 高か っ た．　 NICU 人 院率 は A 群65例中40例 （61．5％ ）， B 群 49例 中
35例 （71．4％ ），C 群423例中87例 （20．6％ ）で A 群 ，

　 B 群 で 有意 に 高か っ た．　 NICU 入院 日数 の 平均 は A 群15、0 ± 25．5日，　 B
群 38．2 ± 64．0日，Cff16 ．6± 14．2日 で B 群で 有意 に 入 院 期 間 が 延 長 し て い た．
【結論】IUGR を合併 し た妊娠中毒症 で は児 の 予後 が有意に 悪化する た め ， 慎重 な周 産 期管理 が 必 要 で ある．
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